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はじめに 
本装置は 3rd Generation端末を narrow-bandまたは wide-band回線に接続して使用する場合の音響特性に

関する最低性能要求を確認するための測定器です。 

さらに、narrow-band,wide-band回線に接続できるいずれの端末に対しても本装置による測定が可能です。 
 

本装置を使用した測定システムは、アプリケーションソフトウェアがインストールされたパソコン、本測

定器、NEXUSシリーズマイクロホンアンプで構成されています。 
 

システム構成図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属品 
本装置に同梱されている付属品をご確認ください。 

アプリケーションソフト CD 1枚 

ハードウェア取扱説明書（本書） 1冊 

アプリケーションソフトウェア操作説明書 1冊 

3GPP Wide-Band端末の試験項目一覧 1冊 

電源ケーブル 1本 

コントロールケーブル(DSUB9ピン) 1本 



 
装置を安全にご使用いただくために 

 

装置を安全にご使用いただくために 
 

この取扱説明書で使用している表示及びその意味は次のように定義されます。。。。 
 

 

誤った取扱

 

誤った取扱

るものを表

!     

!

警告警告警告警告

 

いをしたときに、使用者が死亡または重傷などに結びつく可能性があるものを表します。 
 

 
    
注意注意注意注意
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いをしたときに、使用者が軽度の傷害を負うか、または装置の損害に結びつく可能性があ

します。 
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) 装置を使用する際のご注意。装置を使用する際のご注意。装置を使用する際のご注意。装置を使用する際のご注意。 
下記に示す使用上の注意事項は、使用者の身体・生命に対する危険、及び装置の損傷・劣化などを避

けるためのもので、必ず下記の警告・注意事項を厳守するようお願いします。 
 

) 装置の分解・改造はしないでください。装置の分解・改造はしないでください。装置の分解・改造はしないでください。装置の分解・改造はしないでください。 
 
) 万一異常・故障が発生したら、電源プラグを抜いてください。万一異常・故障が発生したら、電源プラグを抜いてください。万一異常・故障が発生したら、電源プラグを抜いてください。万一異常・故障が発生したら、電源プラグを抜いてください。 

煙が出ている、変な臭いや音がする等の異常・故障の時は直ちに装置本体の電源スイッチを切り、電

源プラグをコンセントから抜いてください。 
 

) 入力電源に関する警告事項入力電源に関する警告事項入力電源に関する警告事項入力電源に関する警告事項 
� 電源電圧について電源電圧について電源電圧について電源電圧について 

AC85V～～～～AC132Vの範囲内で使用してください。 
上記の電源電圧以外での使用はしないでください。電源の破壊を招くことがあります。 

� 電源コードについて電源コードについて電源コードについて電源コードについて 
装置に添付された電源コードを使用してください。装置に添付された電源コードを使用してください。装置に添付された電源コードを使用してください。装置に添付された電源コードを使用してください。添付された電源コード以外のものを使用すると、 
火災・感電の危険があります。また、電源コードが損傷したまま使用を継続しても同様な危険があ

ります。また、濡れた手などで電源コードの抜き差しは行わないでください。 

� 電源ヒューズについて電源ヒューズについて電源ヒューズについて電源ヒューズについて 
本装置のヒューズは装置背面と内部の AC/DC電源（2個）に内蔵されています。 
電源ヒューズが溶断した場合は、装置は動作しません。装置背面のヒューズは使用者による交換は

可能ですが、AC/DC電源に内蔵のヒューズの交換は不可です。 
また、AC/DC電源に内蔵のヒューズが溶断した場合は仮にヒューズを交換したとしてもその電源の

信頼性が著しく低下をしている場合がありますので絶対にヒューズが溶断した電源は使用しないでくヒューズが溶断した電源は使用しないでくヒューズが溶断した電源は使用しないでくヒューズが溶断した電源は使用しないでく

ださい。ださい。ださい。ださい。 
AC/DC電源に内蔵のヒューズが溶断した場合は弊社までご連絡願います。 
 

) 接地に関する警告事項接地に関する警告事項接地に関する警告事項接地に関する警告事項 
本装置には、使用者の感電防止及び装置保護・ノイズの低減のために、接地端子(FG端子)を備えてい

ます。接地の際は、この端子をご使用ください。 
また、2P2P2P2P----3P3P3P3P 変換プラグによる使用は行わないでください。変換プラグによる使用は行わないでください。変換プラグによる使用は行わないでください。変換プラグによる使用は行わないでください。 

 

 
 
 
 

! 警告警告警告警告    



 
装置を安全にご使用いただくために 

 

 

 
 

) 重いものを重いものを重いものを重いものを

本装置の上

ません。重

 

) 不安定な不安定な場不安定な不安定な場

  不安定な場

 

) 長期間使長期間使長期間使長期間使

必ず電源プ

 

 

設置場所
次の場所でご使

 

) 直射日光直射日光直射日光直射日光

) 湿度の極湿度の極湿度の極湿度の極

) ゴミやほこゴミやほこゴミやほこゴミやほこ

) 極端に振極端に振極端に振極端に振

 

また、移動およ

!     
注意注意注意注意
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乗せない乗せない乗せない乗せない 
に重い物をのせないでください。筐体の設計上、重量物をのせられる構造にはなっており

量物をのせた場合、装置の破壊・損傷の可能性があります。 

場所に設置しない所に設置しない場所に設置しない所に設置しない 
所への設置はしないでください。落下によるケガなどの原因になります。 

用しないとき用しないとき用しないとき用しないとき 
ラグをコンセントから抜いてください。 

について 
用になりますと故障などの原因になりますのでご注意ください。 

の当たる所や、暖房器具の付近など極端に高温なところの当たる所や、暖房器具の付近など極端に高温なところの当たる所や、暖房器具の付近など極端に高温なところの当たる所や、暖房器具の付近など極端に高温なところ 
端に高いところ端に高いところ端に高いところ端に高いところ 
りの多いところりの多いところりの多いところりの多いところ 
動の激しいところ動の激しいところ動の激しいところ動の激しいところ 

び輸送時は大きな衝撃が加わらないようにしてください。 



 
1.装置の外観と各部の名称 

 

1.装置の外観と各部の名称 
 

1-1.フロントパネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① POWER スイッチ 

本装置の主電源スイッチです。 
 

② パイロットランプ 

本装置の電源パイロットランプです。電源 ON時、青色の LE
 

③ Ethernet コネクタ 

本装置をコントロールするアプリケーションソフトが起動して

通信をします。HUBに接続する場合はストレートケーブルを

クロスケーブル(もしくはクロス変換アダプタ)を使用します。
 

ANALOG I/O A 部  

④ Output コネクタ 

試験信号を出力します。マウスシミュレート装置などを駆動す

POI*1入力に接続します。アプリケーションソフトにて Outpu

なります。 
 

⑤⑥Input CH-1/CH-2 コネクタ 

主にイヤーシミュレート装置からの信号を入力します。 

イヤーシミュレート装置等のマイクロホン信号を増幅す

します。 
 

*1 POI : Point of Interface (相互接続点) 
 

 

POW ER
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⑧ ⑨ ⑬ ⑭ 
Dが点灯し

いるパソコ

使用し、パ

 

るパワー

t Chを”A”

るマイクロ

 

ます。 

ンと LA

ソコンに

アンプの

に選択し

ホンアン

⑩ ⑫ 
Nケーブルで接続

直接接続する場合

入力や擬似基地局

た時に出力が有効

プからの出力を接

⑪ 
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⑦Input CH2 セレクトインジケータ 

Input CH-2 コネクタは内部回路により ANALOG I/O B Inputコネクタと切替え動作をします。 

Input CH-2コネクタが内部回路により接続されたときに黄色のインジケータが点灯します。 

インジケータは点灯時のみ INPUT CH2 が有効であることを示しています。 
 

⑧Signal インジケータ 

有効な入力信号が検知されたときに緑色に点灯します。点灯時に測定が有効となります。 

 

⑨Peak インジケータ 

入力された信号レベルが大きすぎてクリップするレベルに達したときに赤色に点灯します。 
 

ANALOG I/O B 部 

⑩Output コネクタ 

試験信号を出力します。マウスシミュレート装置などを駆動するパワーアンプの入力や擬似基 

地局の POI入力に接続します。アプリケーションソフトにて Output Chを”B”に選択した時に出 

力が有効になります。 
 

⑪Input コネクタ 

主に POIからの信号を入力します。擬似基地局の POIからの出力を接続します。 

ANALOG I/O B Inputコネクタは内部回路により ANALOG I/O A Input CH-2コネクタと切替え 

動作をします。Input コネクタが内部回路により接続されたときに黄色のインジケータが点灯し 

ます。インジケータは点灯時のみ Inputが有効であることを示しています。 

 
⑫Input セレクトインジケータ 

Input コネクタが装置内部でセレクトされたときに黄色に点灯します。 

このインジケータが点灯しているときに INPUT コネクタは内部回路に接続されています。 
 

⑬Signal インジケータ 

有効な入力信号が検知されたときに緑色に点灯します。点灯時に測定が有効となります。 

 このインジケータは ANALOG I/O A Input CH-2もしくは Input Bの使用時に点灯します。 
 

⑭Peak インジケータ 

入力された信号レベルが大きすぎてクリップするレベルに達したときに赤色に点灯します。 

 このインジケータは ANALOG I/O A Input CH-2もしくは Input Bの使用時に点灯します。 
 

⑮Signal GND 端子 

シグナルグランド端子です。装置の入力コネクタ(BNCコネクタ)はグランドから切り離されて 

います。バランス（平衡）接続する際は Signal GNDをこの端子に接続してご使用ください。 
 



 
1.装置の外観と各部の名称 

 

1-2.リアパネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①COM 1(Pre AM

NEXUSシリーズ

ンアンプと接続し

 

②COM 2(PC) 

本装置のネットワ

ネットワークに関

接続します。設定設定設定設定

ください。 
 

注：付属のコント

す。ネットワーク設ネットワーク設ネットワーク設ネットワーク設

 

③FUSE 

電源ヒューズボッ

 

④AC インレット 

付属の付属の付属の付属の ACACACAC ケーブケーブケーブケーブ

 

⑤FG 端子 

フレームグランド

COM 1 FG
AC100V

COM 2
(Pre AMP) (PC)

FUSE

PUSH

①

⑤ 
P) 

マイクロホ

ます。 

ーク設定用

する設定(

時以外は時以外はこ時以外は時以外はこ

ロールケー

定時はこの定時はこの定時はこの定時はこの

クスです。

ルルルルを使用し

端子です。

 ②
ンアンプのコントロールポートです。付属のコントロ付属のコントロ付属のコントロ付属のコントロ

ポートです。 

IP アドレス、ポート番号)時に D-SUB9 ピンストレー

ここに何も接続しないでください。こに何も接続しないでください。ここに何も接続しないでください。こに何も接続しないでください。設定時には付属のコン付属のコン付属のコン付属のコン

ブルは通常 NEXUS シリーズマイクロホンアンプの

ケーブルをつケーブルをつケーブルをつケーブルをつなぎ替えてご使用ください。なぎ替えてご使用ください。なぎ替えてご使用ください。なぎ替えてご使用ください。 

定められた定格のヒューズを使用してください。(1

、AC100V電源を供給してください。 

保護用接地端子としてお使いください。 

 ③
ールケーールケーールケーールケー

トケー

トロールトロールトロールトロール

コント

.5A) 

 

ブブブブ

ブ

ケケケケ

ロ

④
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ルルルルでマイクロホ

ルでパソコンと

ーブルーブルーブルーブルをご使用

ールに使用しま
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2.設置方法 

2-1.電源 
電源ケーブルは本装置に付属しているも本装置に付属しているも本装置に付属しているも本装置に付属しているもののののをご使用ください。使用電源は AC100V 50/60Hzに対応してい

ます。 

安全に電源プラグが差し込まれていることを確認し、フロントパネルにある POWERスイッチを ONにし

て、パイロットランプの点灯を確認します。 
 

2-2.NEXUS シリーズマイクロホンアンプのコントロール接続 
NEXUS シリーズマイクロホンアンプの背面にある RS-232C ポートと本装置リアパネルの COM 1(Pre 

AMP)ポートを付属のコントロールケーブル付属のコントロールケーブル付属のコントロールケーブル付属のコントロールケーブルで接続します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続が完了したら NEXUSの電源を ONにします。 
 

注）NEXUSの設定などのコントロールは測定器が行いますので、設定などの操作は基本的にはありません。 
マニュアル操作で設定を変更しないようごマニュアル操作で設定を変更しないようごマニュアル操作で設定を変更しないようごマニュアル操作で設定を変更しないようご注意ください。注意ください。注意ください。注意ください。 
また、誤って設定を変更した場合でもアプリケーションソフトウェアの Power ON/OFF操作で設定は初期

状態に戻ります。 

アプリケーションソフトの操作については「アプリケーションソフトウェア操作説明書」をご参照ください。 

COM 1 COM 2
(Pre AMP) (PC)

RS232
 Host

RS232
 Next
 Unit

    DC
10-33V

NEXUS背面 
本装置 リアパネル 

付属コントロールケーブル 



 
2.設置方法 
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2-3.Ethernet の接続 
本装置をネットワークに接続します。対応するケーブルはカテゴリー5のケーブルで HUBに接続する場合

はストレートケーブルを使用し、パソコンに直接接続する場合はクロスケーブル(もしくはクロス接続アダ

プタ)を使用します。ケーブルは本装置フロントパネルの Ethernetコネクタに接続してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4.ネットワークの設定ための接続 
本装置をはじめてお使いになる時やネットワークの環境が変わった時などに本装置のネットワークに関す

る設定が必要になります。 

付属のコントロールケーブル付属のコントロールケーブル付属のコントロールケーブル付属のコントロールケーブルでお使いのパソコンのシリアルポートと本装置リアパネルの COM 2(PC)ポー

トを接続します。この接続により本装置のネットワーク設定が行えます。 

(ネットワーク設定はアプリケーションソフトウェアで行います。詳しくは「アプリケーションソフトウェア操作

説明書」をご参照ください。) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

COM 1 COM 2
(Pre AMP) (PC)

RS-232C

PCのシリアルポート 
本装置 リアパネル 

付属コントロールケーブル 

PC
POWER

DATA LINK

I N2 I N1

Output

Signa l

Pea k

Input Output

SG

Pea k

Input

Signa l

Ethernet HATS I/F Telephone I/F

Mobile-Terminal Audio Analyzer

PCとHUB経由で接続

Ethernet

ハブ

ストレートケーブルストレートケーブルストレートケーブルストレートケーブル

PC
POWER

DATA LINK

I N2 I N1

Output

Signa l

Pea k

Input Output

SG

Pea k

Input

Signa l

Ethernet HATS I/F Telephone I/F

Mobile-Terminal Audio Analyzer

クロスケーブルクロスケーブルクロスケーブルクロスケーブルEthernet

PCと直接接続



 
3.ハードウェア仕様 
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3.ハードウェア仕様 
 

ANALOG I/O A   

Output BNC コネクタ 不平衡出力 インピーダンス 10Ω以下 

最大出力 +6dBm (600Ω負荷時) 

Input CH – 1 BNC コネクタ 平衡入力 インピーダース 10kΩ 

最大入力レンジ 2Vrms フルスケール 

Input CH – 2 BNC コネクタ 平衡入力 インピーダース 10kΩ 

最大入力レンジ 2Vrms フルスケール 

(ANALOG I/O B Input と切換) 

ANALOG I/O B  

Output BNC コネクタ 不平衡出力 インピーダンス 10Ω以下 

最大出力 +6dBm (600Ω負荷時) 

Input BNC コネクタ 平衡入力 インピーダース 10kΩ 

最大入力レンジ 2Vrms フルスケール 

(ANALOG I/O A Input CH-2 と切換) 

Ethernet RJ-45 (10Base-T/100Base-TX) 

COM 1 (Pre AMP) D-sub9 ピン オス(RS-232C) 実装 

COM 2 (PC) D-sub9 ピン メス(RS-232C) 実装 

電源 AC100V 50/60Hz 

消費電力 約 20W 

外形寸法 430(W) × 88(H) × 400(D)  （ゴム足、コネクタを除く） 

重量 約 3.8 kg 

仕上げ パネル ：日塗工U75-80B 近似色 メラミン焼付塗装 

本体   ：日塗工U69-20D 近似色 メラミン焼付塗装 レザートーン仕上 

  

 



 
  4.外形図 

 

4.外形図
単位 : mm 
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  5.お問い合わせについて 
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5.お問い合わせについて 
 

本装置に関するハードウェア・CPU ソフトウェアならびに DSP ソフトウェアその他保守品
についてのお問い合わせは、下記までお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
株式会社 エー・アール・アイ 
 
技術 連絡先 
〒：192-0081 
住所：東京都八王子市横山町 6-9 丸多屋ビル８階 
電話：0426-56-2771 
FAX：0426－56－2654 
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